





















































情報源は 2015 年 5 月から同年 10 月までの主要









2012 年 11 月に建築家ザハ・ハディド氏の流線
形デザインを採用（総工費 1300 億円）した。13
年 9 月に東京五輪開催が決定したが、翌月に総
工費が 3000 億円に達することが判明した。14 年
5 月に縮小デザインに修正した基本設計を公表
（1625 億円）した。15 年 1 月に旧競技場の解体が
約半年遅れて開始されたものの、資材や人件費が
高騰した。消費税引き上げなどを受け、同年春に







年 7 月）の前年の 19 年 5 月に完成予定とした。




で膨んだ。13 年 11 月には床面積を 25% 削減す
る縮小案が提示され、ザハ・ハディド氏の原案の
良さは失われた 2。
それ以前にも入札の不手際（2014 年 9 月にお
ける日本スポーツ振興センター（ＪＳＣ）による
工事内訳書の事前開封）により、解体工事の着工











原則年間 2 日間だけだった興行を 12 日間に増や
して増収を見込んだ。そうだとしてもコンサート




動式スタンド 1 万 5000 席を、仮設に変えること
になった。競技場の改築費にはすでにスポーツく






（Keel arch= 弓形の竜骨。重さは 2 本で 2 万㌧。1
本の長さ 370㍍。断面積が住宅の 1 戸分にも相当
















































東京都が 500 億円を負担すれば、合わせて 1000
億円超となる。残りは toto で補う皮算用だった。
toto については 13 年に法律を改正して売り上げ










直す必要があることから 300 億円と指摘する 11。
過去最高のロンドン五輪スタジアムの建設費





ＪＳＣは 2015 年 7 月 7 日、総工費 2520 億円の
建設計画で工事を進めることを決めた。内訳はス
タンド部分が 1570 億円、屋根部分が 950 億円で
あった。また、あくまでも 2520 億円を「目標工
事費」としており、物価動向などで増える可能




は、試算で約 188 億円とした。建設後 50 年間に
必要な大規模改修費を約 1046 億円と見積もった。
































































最大 3000 億円との試算が判明した 13 年 10 月で
ある。だが、「工期順守」が最大の足かせだった。
また、コスト削減などを盛り込み、ＩＯＣが 14















































































2014 年 5 月、当初のデザインから大幅に規模
を縮小した基本設計を発表したが、それでも、長






































































が実施主体である。しかし、ＪＳＣが 15 年 7 月










































13 年 8 月に工事費が 3000 億円を超えそうだと報
告された際、削減案が検討されたことを踏まえ、

































東京都知事は同年 8 月 5 日、ＩＯＣが 20 年 1 月
頃までの完成を求めていることを明らかにした。




















ＪＳＣは 15 年 4 月の助成審査委員会で、「競技
場の機能を補完する施設」として、toto の収益か
ら最大 30 億円を助成する案を承認していた。Ｊ











































ＩＯＣは 15 年 8 月 25 日、完成時期を日本政府








政府は同年 8 月 27 日、新国立競技場の建設費
の上限を 1550 億円とする方針を決めた。客席の
冷房を取りやめ、開催時の収容人数を旧計画の 8
万人から 6 万 8000 人に減らすことなどで、旧計
画で 2520 億円だった建設費を約 1000 億円圧縮す
ることになった 58。















ＪＳＣは 9 月 1 日、新競技場のデザイン、設計、
新国立競技場建設をめぐる意思決定機能の歪み
90 中　村　祐　司
















































































































































 6 月26 日付毎日新聞「余録」。
9
 6 月 30 日付読売新聞「新国立　見切り発車」。
10
 6 月 30 日付朝日新聞「新国立　甘い見積もり」。
11
 6 月 30 日付毎日新聞「500 億円負担　都にリスク」。
12
 7月 6 日付朝日新聞「国立迷走競技場」。
13
 7月 8 日付毎日新聞「無謀な国家プロジェクト」。
14
 7月 8 日付朝日新聞「新国立　工費 2520 億円了承」。
15


































 7月24 日付朝日新聞「五輪準備　5 年でも不十分？」。
33
 7 月 30 日付日本経済新聞「幻の巨大アーチ　失われた 2
年半」。
34




 8 月7 日付毎日新聞「政府迷走　遅れた決断」。
37
 10 月12 日付毎日新聞「東京五輪組織委トラブル続き」。
38
 9 月25 日付朝日新聞「新国立白紙撤回　教訓は」。
39
 9 月25 日付産経新聞「『8、9 割　問題点解消』」。
40
 7月25 日付朝日新聞「第三者委、9 月に中間報告」。
41
 9 月25 日付毎日新聞「無責任ぶり確認された」。
42
 9 月25 日付読売新聞「新国立『文科相らに責任』」。
43
 9 月25 日付朝日新聞「新国立迷走　体制に不備」。
44
 9 月25 日付朝日新聞「新国立　責任あいまい」。
45
 9 月25 日付産経新聞「新国立　意思決定ライン不明確」。
46
 9 月25 日付産経新聞「新国立第三者委　報告書（要旨）」。
47
 2015 年 7月28 日付日本経済新聞「開閉式屋根を断念」。
48
 7月 30 日付日本経済新聞「新国立『簡素』に出直し」。
49
 8 月 6 日付毎日新聞「ＩＯＣ、完成前倒し要請」。
50




 8 月12 日付産経新聞「新国立　五輪後に民営化」。
53
 8 月14 日付朝日新聞「民意をしっかり吸い上げて」。
54
 8 月15 日付朝日新聞「新国立　見えぬ五輪後」。
55
 8 月18 日付日本経済新聞「『新国立』3 段階でチェック」。
56
 8 月24 日付産経新聞「『陸上の聖地』消滅　現実味」。
57




 8 月28 日付朝日新聞「新国立　上限 1,550 億円」。
59
 8 月29 日付読売新聞「新国立　削られた『目玉』」。
60
 8 月29 日付日本経済新聞「新国立、競技で明暗」。
61
 9 月2 日付け朝日新聞「新国立　業者公募を開始」。
62
 9 月25 日付下野新聞「責任追及『生煮え』」。
63
 10 月 28 日付朝日新聞「新国立『特区で周辺にぎわいを』　
馳文科相インタビュー 」。
64
 雑誌『AERA』(2015 年 9 月14 日号 ) の特集「迷走させた







2012 年 3月、ＪＳＣ理事長（K 氏）の私的諮問機関として「国
立競技場将来構想有識者会議」が設置されたが、選ばれ
た 14 人の有識者の中に、コペンハーゲンで涙をのんだ 3 人
がいた。当時の都知事（I 氏）、元首相（M 氏）、当時の文
科副大臣（S 氏）。この 3 人と建築科の A 氏、そして K 氏
が中心となって新競技場のコンセプトが煮詰まってゆく。
「政治的な仕切り」は M 氏、「基本コンセプトを描いた」
のは S 氏、実務の差配は K 氏、という分担だった。旧通



















理機能 2.5 平方㍍、駐車場 3.5 平方㍍、VIP ラウンジ・観












工地盤や空中歩道など周辺整備が 200 億円、合計 1550 億
円なっている。しかし資料をよくみると、関連経費という項
目が別に計上されている。計 283 億円。これらを1550 億円
に足すと、実際の費用は 1883 億円になる。内訳は、設計・
監理等 40 億円、解体工事費 55 億円、日本青年館・ＪＳＣ
本部棟移転経費 174 億円、埋蔵文化財発掘調査費 14 億円
である。
永田町界隈で「五輪便乗焼け太り」といわれる案件だ。










The preparation for the 2020 Tokyo Olympic Games ranges widely over building or rebuilding of sport stadiums, 
newly established Olympic Village, access to stadiums, accommodations, athletics and sightseeing information 
provision, antiterrorism measures and security measures against hackers and effective use of ICT ( Information and 
Communication Technology ).
This paper presents the case of distortion of the decision making for the construction of the New National 
Stadium in Japan. The New National Stadium is the main stadium for the 2020 Tokyo Olympic Games.
The process of the New National Stadium was chaotic and in disarray because of repeated irresponsible activities 
and misjudgments by the Ministry of Education, the Japan Sport Council and the Tokyo Organizing Committee of 
the Olympic and Paralympic Games. Especially, a large amount of  construction costs and repeated changes of the 
budget raised new questions about the propriety of the construction measures.
Finally, the Prime Minister decided a complete revocation and set up the upper limit of the construction costs 
(one hundred fifty five thousand billion yen). These construction costs are more expensive than that of the past 
Olympic main Stadiums of other host cities (Sydney, Athens, Beijing and London). This paper suggests that the fear 
of the huge scale of the stadium is linked to the large scale of the development project of the outskirts of the Stadium 
(redevelopment of Meiji Jingu Gaien) .
（2015 年 11 月 2 日受理）
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